
陸上競技 
 

１ 日  時 
 
 
 
 
 
２ 会  場 生目の杜運動公園 陸上競技場 

  
３ 役  員 部会長    結城敬一郎（加納中学校） 
             委員長   日高 一慶（檍中学校） 

 副委員長  河野 真和（大淀中学校） 
 会 計   安在 倫孝（住吉中学校） 
 委 員   熊瀬川義浩（木花中学校）   大坪 優子（宮崎西中学校） 

     神田 弘子（宮崎東中学校）    長田 一駿（大宮中学校） 
    佐藤 友春（久峰中学校）      北林 涼馬（生目中学校） 

 救 護   久保亜梨沙（檍中学校） 
 
４ 競技種目 男子（１７種目） 

１ 年  １００ｍ ２００ｍ １５００ｍ ３０００ｍ １００ｍＨ  
       ２ 年  １００ｍ ２００ｍ １５００ｍ ３０００ｍ １１０ｍＨ 
       共 通  ４００ｍ ８００ｍ 走高跳 棒高跳 走幅跳 砲丸投 ４×１００ｍＲ 
       女子（１３種目） 
       １ 年  １００ｍ ２００ｍ ８００ｍ ８０ｍＨ 
       ２ 年  １００ｍ ２００ｍ ８００ｍ ｌ００ｍＨ 
       共 通  １５００ｍ  走高跳 走幅跳 砲丸投 ４×１００ｍＲ 
    
５ 出場制限 ○ １人１種目（リレーは除く）とする。 
       ○ 各学校１種目に何名でも出場できる。（県大会は同一種目各学校上位３名まで） 

○ リレーは１校１チーム（６名以内）とする。 
 
６ 競技規則 ○ 令和５年度、宮崎地区中学校体育大会実施要項に準ずる。 
              ○  ２０２３年日本陸上競技連盟競技規則ならびに本大会規則による。 
      ○ 競技場は全天候舗装である。競技用靴の靴底の厚さについては、シューズに関する競技規

則を適用する。ただし、フィールド競技用シューズの靴底の厚さについての規則については
適用外である。 

       ○ 決勝進出者の決勝レースへの棄権に関しては、原則として認めない。やむを得ず棄権する
場合には、監督と選手は、部会長、競技専門委員長の許可をとること。 

               
７ 競技方法（１）競技者注意事項 
        ①  本大会は、２０２３年度日本陸上競技連盟規則および本大会要項により実施する。なお宮

崎陸協が作成した「新型コロナウイルスに対する大会参加に関する留意点」を遵守するこ
と。３密にならないよう十分注意し、アップ中・競技中以外のマスクの着用や手洗い等励
行すること。 

                  ②  招集について（招集所は１００mスタート側の器具倉庫内） 
           ・  選手は招集時刻までに招集所に集合し、チェックを受ける。その後、役員の誘導に従い競技場

に入場する。 
          ③  招集時刻は次の招集時刻一覧表のとおりとする。 

競技種目 招集開始時刻 招集完了時刻 
トラック種目 競技開始３０分前 競技開始２０分前 
投てき競技 競技開始４０分前 競技開始３０分前 
跳躍競技 競技開始５０分前 競技開始４０分前 
棒高跳 競技開始６０分前 競技開始５０分前 

 ※ 競技者は、競技順序記載の該当する組の競技時刻に合わせて、点呼を受けること。 
 ④  招集完了時刻に遅れたものは欠場とみなし、出場を認めない。（但し、他種目に出場中は

代理でも可） 
 ⑤  リレーのオーダー用紙は当該種目、第１組目の招集完了時刻１時間前までに、招集所に提

出すること。オーダー用紙は招集所に準備する。 
  

令和５年 ９月３０日（土） 
監 督 会 ９：００ 
開 始 式 ９：２０ 

競 技 開 始 １０：００ 



 （２） 番組編成について（レーン順・試技順） 
トラック競技のレーン順とフィールド競技の試技順は、主催者が抽選で決定し、プログラ

ム記載の各競技者の登録番号の左に数字で示す。 
 

 （３）走高跳・棒高跳のバーの上げ方について 
   ① バーの上げ方については、次のとおりとする。 

 

走高跳 
男子 １ｍ２５ １ｍ３０ １ｍ３５ １ｍ４０ １ｍ４５ １ｍ５０ １m５５ １m６０ １m６５ １m７０ 以後３㎝ 

女子 １ｍ１０ １ｍ１５ １ｍ２０ １ｍ２５ １ｍ３０ １ｍ３５ １m４０ １m４５ 以後３㎝ 

棒高跳 男子 １ｍ９０ ２ｍ００ ２ｍ１０ ２ｍ２０ ２ｍ３０ ２ｍ４０ 以後１0㎝ 

 
   ② 練習開始の高さは、走高跳男子１ｍ２０、同女子１ｍ０５、棒高跳１ｍ７０とする。 
   ③ バーの上げ方、開始時の高さについては、天候その他の特殊事情によって、審判長・専

門委員長が変更する場合がある。 
（４）ハードル競技のインターバルについて 

 

性 
別 

種 目 ハードルの高さ 
インターバル 

ハードル台数 
スタートから１台目 ハードル間 最終ハードルからゴール 

男 
子 

１１０ｍＨ ９１．４㎝ １３．７２ｍ ９．１４ｍ １４．０２ｍ １０台 

１００ｍＨ ８４．０㎝ １３．００ｍ ８．５０ｍ １０．５０ｍ １０台 

女 
子 

１００ｍＨ ７６．２㎝ １３．００ｍ ８．００ｍ １５．００ｍ １０台 

 ８０ｍＨ ７６．２㎝ １２．００ｍ ７．５０ｍ １５．５０ｍ  ８台 

 
（５）学校対抗得点について 

① 得点は１位６点、２位５点とし、以下１点ずつ減じ６位を１点とする。 
② １校から３名以上出場している種目の学校対抗の得点は、その学校の上位３名までの得

点を計上する。 
③ 学校対抗の得点が同点の場合は、優勝種目数で上位を決定する。また、優勝種目数が同
じ場合は、２位種目数→３位種目数→・・・６位種目数の順で、上位を決定する。 

（６）県大会出場について 
 ① 令和５年４月１日から１０月７日に、宮崎県中学校秋季体育大会陸上競技大会参加標準記録

（別表）を突破した者が出場権を得る。 
                 ※  リレーについては、記録に関係なく県大会に出場できる。 
               ②  １種目、同一校から３名までとする。（宮崎県中学校秋季体育大会陸上競技大会参加標準記

録を突破した者が４名以上いた場合でも、その学校の上位３名までしか県大会には出場できな
い。） 

 
８ 表  彰 男女別団体、各種目３位まで表彰する。 
 
９ そ の 他 

（１） 大会当日の練習は、指定されたところで行うものとする。 
   （２） 競技中に雷や雷雨等が発生した場合には、大会本部で協議し、競技中断、順延、競技時間の

変更等の対応をする。 

   

 


